


(2) NH,+ , 0 2― , SO 4
2― の名称について，正しい組合せはどれか。一つ選べ。

ビl

NHげ 02-
s0,2 -

゜ アンモニアイオン 酸素イオン 硫酸イオン

® アンモニアイオン 酸素イオン 亜硫酸イオン

® アンモニアイオン 酸化物イオン 硫酸イオン

＠ アンモニアイオン 酸化物イオン 亜硫酸イオン

＠ アンモニウムイオン 酸素イオン 硫酸イオン

® アンモニウムイオン 酸素イオン 亜硫酸イオン

゜ アンモニウムイオン 酸化物イオン 硫酸イオン

＠ アンモニウムイオン 酸化物イオン 亜硫酸イオン

(3)次の0~®のなかで，イオン半径が2番目に大きいものはどれか。一つ選
べ。 回

O Cl
― 

@ K + 

® Br
― 

@ Na + 

® Mg'+ 

(4) リン酸イオン1 mo!に含まれる電子の物質量は何mo!か。 E] 9 日］に数字
を入れょ 回田mo!

(5) 臭素の原子番号は 35 である。臭素には 79Br と s1Br の 2 種類の同位体があ
り， 79Br と 81Br の存在比はそれぞれ51 %, 49 %である。

臭素分子を構成する原子の質量数の和で分類した。存在比が最も大きい分
子には，分子 1 個あたり何個の中性子があるか。[fil.日］に数字を入れよ。

回□固
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口各問いに答えよ。

(1) ある揮発性の液体物質Xについて，次の順序でモル質量の測定を行った。

・内容積V〔じの丸底フラスコに，小さい穴を開けたアルミ箔をかぶせて質量

を測定すると，m1(g〕であった。

•このフラスコに液体のXを入れ．上記のア

ルミ箔でふたをした。図1のように湯に浸し

てXを完全に蒸発させたところ．Xの蒸気

の一 部が穴から逃げた。フラスコ内はXの

蒸気で完全に満たされておりまた，蒸気の

温度はT孔k〕であった。

ん
アルミ箔

湯

液体物質x

・フラスコを湯から取り出し，乃〔k）まで手早

く冷やして．フラスコ内の蒸気をすべて液体 図1 モル質量の測定

にした。フラスコのまわりの水をふき取り．液体が入った状態の丸底フラス

コとアルミ箔の質量を測定した。その質量は叩〔g〕であった。

Xのモル質最〔g/mol〕を表す式はどれか。最も適当なものを一 つ選べ。ただ

し，大気圧を因Pa〕，気体定数を烈Pa· L/ (K ·mol))とする。また，気体は理

想気体とみなせるものとする。 E] 

゜
(m1 -m2)RTI 

® 
(m1 - m2)RT2 

PV PV 

® 
(m,-m1)RT1 

＠ 
(m2- m1)RT2 

PV PV 

® 
(m1 - m2)TI 

＠ 
(m1-m,)T2 

PVR PVR 

゜
(m2 - m1)Tl 

® 
(m,-m1)T2 

PVR PVR 
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(2) ある温度の硫酸銅(II)の飽和水溶液100gを20℃まで冷却したところ，

25 gの硫酸銅(II)五水和物CuSO, • 5 H心が析出した。冷却前の温度は何℃

か。〇～＠のうちから最も近いものを 一つ選び， E］にマ ー クせよ。ただし，

硫酸銅(II)CuSO,の溶解度は図2に示す溶解度曲線から読み取れ。

〔
ユ
こl
O
O
I
/
ll
)

;lj:)
llif
�

20 40 60 80 100 
温度〔℃〕

。
゜

図2 硫酸銅(JI)の溶解度曲線

o

@

50℃ 

65℃ 

®

®

55℃ 

70℃ 

®

®

60℃ 

75℃ 
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(3) 容積l.OLの容器A,容積

l.OLの容 器B,容 積8. 0 L

の容器Cが連結された装置

があり，コックでそれぞれの

容器が分けられている。コッ CO 2 Ar 

クを閉じた状態で，容器A 1.0 X 10 5 Pa 1.0 X 10 5 Pa

容器 c

8.0L 

N2 

1.0 X 10 5 Pa 

にはCO 2，容器BにはAr, 図3 気体を混合する前の装置

容器Cには応が封入され，いずれも圧力はLOX 105 Paであった（図3)。

温度一定のまま2つのコックを開き， 3つの気体を混合した。しばらくする

と，全体が均 ーになった。この混合気体について， 1), 2)に答えよ。ただ

し，連結部分の体積は無視できるものとする。また，各気体は互いに化学反応

しないものとする。

1)凡の分圧は何Paか。 E], E]に数字を入れ，有効数字2桁で示せ。

回回 X 1がPa

2)全圧は何Paか。国～E］に数字を入れ，有効数字2桁で示せ。

回回 X 10□ Pa

(4) グルコ ー スC,H120バ．80 gの完全燃焼で発生する熱により，水1. 00 kgの

温度を10. 0℃から16. 8℃に上昇させることができる。グルコ ー スの燃焼熱

は何kJ/mo]か。最も近いものを一つ選べ。ただし，水1 kgの温度をlK上昇

させるのに必要な熱量を4. 2 kJとし，発生する熱はすべて水の温度上昇に使

われるものとする。 E]

゜ 1. 6 X 10 3 kJ/mol 

@ 1. 6 X 104 kJ/mol 

® 1. 6 X 10 5 kJ/mol 

゜ 1. 6 X 10 6 kJ/mol 

® 2. 9 X 10 3 kJ/mol 

@) 2. 9 X 10 4 k]/mol 

@ 2. 9 X 10 5 kJ/mol 

@ 2. 9 X 106 kJ/mol 
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(5) 次の0~®の化学反応のなかで，下線で示した原子について，酸化数の変化

の絶対値が最も大きいのはどれか。一つ選べOE]

Q) 2 KMnOげ5但OOH),+3 H,SO, ー→

2MnSO, + lO f02 + 8H,O +応SO4

® K2立心＋4比SO4 + 3H202 _

応SOげ_9:,(SOふ＋ 7比0+ 30,

@ 3Cu+8H旦°3 ←� 3Cu(NO山＋屯0 +4H心

@) 4 HCI+ MnO, -MnCI, + 2 H,O + CI,

@ 2H2S+§O, -唸＋2H,O

(6) 鉛蓄電池では，正極活物質にPb02,負極活物質にPb,電解液に希硫酸が用

いられている。放電すると両電極の表面に水に不溶なPbS釦が形成される。

放電時の両極における電子e ― を含むイオン反応式は，次のとおりである。

負極：Pb+ so .z - - PbSO, + 2e ― 

正極：PbO, +4H + + so .2 - + 2e ― —� PbSO, + 2H心

l)電流5. OAで2時間40分50秒の間．放電を行った。負極の質量は何g

増加したか。四捨五入して値を整数で表すとき．［ヨ～ E］に当てはまる数

字を入れよ。 E]E]E]g

2)上記l)の放電前の電解液において，硫酸の質量パ ーセント濃度は30 %,

密度は1. 2g/cm 3,体積は750mLであった。放電後の電解液の質量は何g

か。四捨五入して値を整数で表すとき［三］～ E］に当てはまる数字を入れ

ょ 回回回g
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(7) 成分元素の検出に関して， 下線部に誤りを含む記述はどれか。 一つ選べ。

回

0 試料を白金線につけて， ガスバー ナーの外炎に入れる。 炎が黄色になった

場合， 試料にナトリウムが含まれる。

® 試料を完全燃焼させて， 生じた気体を石灰水に通す。 白濁した場合旦壁

に酸素が含まれる。

® 試料を水酸化ナトリウムとともに加熱し， 発生した気体に湿らせた赤色リ

トマス紙を近づける。 青色に変化した場合， 試料に窒素が含まれる。

＠ 試料をナトリウムとともに加熱， 融解し， 水に溶かす。 溶液を酢酸で酸性

にし， 酢酸鉛(II)水溶液を加える。 黒色沈殿を生じた場合， 試料に硫黄が含

旱。

(8) 硫酸銅（II), 硫酸亜鉛， 硝酸銀の水溶液がある。 次の記述a~Cから， これ

ら3種類の水溶液すべてに共通するものを正しく選んだのは(j)~Oのどれか。

一つ選べ0 回

a 塩酸を加えても沈殿を生じない。

b アンモニア水を加えると沈殿が生じ， さらに過剰のアンモニア水を加える

と沈殿が溶解する。

c 水酸化ナトリウム水溶液を加えると沈殿が生じ， さらに過剰の水酸化ナト

リウム水溶液を加えても沈殿は溶解しない。

c’
 

b

b

 

9

9

a

a

a

 

o

@

o

 

@ b 

@ a, C c
 

，

c

b

®

®
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口各問いに答えよ。

(1) 次の元素の単体すべてに共通する性質として正しいものを二つ選び9 E] に

二つマ ー クせよ。

Al. Au, Ag, Cu, Mg

o

@

®

@

®

常温で固体である。

銀白色である。

電気をよく通す。

水と激しく反応する。

濃硝酸に対して．不動態をつくる。

(2) 次の文中の［ここ］， 亡に適する語の組合せを一つ選べ0 回

む。

製鉄所では，溶鉱炉から取り出した疏砿を盈崩に移し ［�を吹き込

この操作で銑鉄に含まれている［�を少なくして繭を得ている。

A B 

゜ 酸素 水素

® 酸素 炭素

® 酸素 窒素

＠ 水素 酸素

® 水素 炭素

® 水素 窒素
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(3) 下の0~®の化合物のうち， 次の3つの記述がすべて当てはまるものはどれ

か。 一つ選べ。 E]

・アルコ ー ルの酸化により得られる。

・ ヨ ー ドホルム反応を示す。

・銀鏡反応を示す。

(j) CH3CH = CH, 

@ CH,COOH 

® CH3CHO 

@ HCOOH 

@ CH,OCH,CH, 

® CH3coCH3 
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(4) 次の記述をもとに化合物Aの構造式を推定せよ。 0~©のうちで当てはま

るものを一つ選べ。 E:|

·Aを加水分解すると．化合物Bと化合物Cが得られた。

·Bは芳香族化合物であった。

·Bに炭酸水素ナトリウム水溶液を加えると．二酸化炭素が発生した。

・酸化剤を用いてBを酸化すると芳香族化合物Dとなり，Dを加熱すると分

子内で脱水反応が起こった。

·Cには不斉炭素原子がある。

0:o o も-O-CH,-
C
C
H

H
3

-CH,

CH3 

® じ/9C-0-CH,-偲CH -CH,

H3c 

0:® Oも-0-
C
CH
H

-,CH,—CH,

CH3 

＠ ,a？C-0-偲CH- C H,-CH,

H3C 

o© 
: 

O
C

II -0-C
C

I 
H
-C
3 

H, 
® 

co 

O 
C

II -O-C畑
C

I 
H
-C
3 

H3 畑
CH3 H

3 

o:

Iii 9C-0-伊CH3-CH,

CH2-CH3 

® 

C
H[: 

O 
C

II -O-
C
C

I 
H
H -3 CH3

CH3― 

cx

@ 『C '-O-CH,

CH -CH,-CH,
紐

3

© ど， C-O-CH3 

CH3-CH2― 
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